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足
立
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査

よ
り
良
い
区
政
を
目
指
し
、
区
民
を
対
象
と
し
た
世
論
調
査
を
昭
和
4
7年

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。毎
年
調
査
し
て
い
る
「
定
住
性
≒
区
政
関
心
度
」「
施

策
へ
の
要
望
」な
ど
に
加
え
、今
回
は
「
環
境
」「
か
か
り
つ
け
医
」を
テ
ー

マ
と
し
て
調
査
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
は
区
政
を
進
め
て
い
く
た
め
の
貴

重
な
資
料
と
し
て
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

環

境

か
け
が
え
の
な
い
環
境
を
将
来
の
区

民
に
継
承
し
て
い
く
た
め
、「
環
境
基
本

条
例
」制
定
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
環
境
に
対

す
る
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

身
近
な
環
境
を
快
適
だ
と
感
じ
て
い

る
人
が
6
割

身
近
な
環
境
を
快
適
だ
と
感
じ
て
い

る
人
は

「
非
常
に
快
適

」
1
0
%
と

「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
快
適

」
4
9
%
を
合
わ

せ

、約
6

割
と
な
っ
て
い
ま
す
(
図
1
)

。

ほ
と
ん
ど
の
人
が

「
環
境
を
守
り
た

い
」
と
考
え
て
い
る

環
境
を
守
る
た
め
に
現
在
し
て
い
る

こ
と
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
最
も
多
か
っ

た
の
は

「
家
庭
か
ら
の
排
水
に
気
を
つ

け
る
」
8
0
%
、
以
下

「
資
源
回
収
や
不

用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
協
力
す

る

」
7
5
%
、「
洗
面
な
ど
で
は
、
こ
ま
め

に
水
を
と
め
る
」
6
4
%
と
続
き
ま
す

。

こ
の
項
目
に

「
今
後
で
き
そ
う
だ

」
を

含
め
る
と
上
位
3

項
目
と
も
9

割
近
く

と
な
り

、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
環
境
を
守

り
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
(
図
2
)
。こ
の
調
査
は
平
成
3
年
度

に
も
行
っ
て
お
り
、
比
較
す
る
と
資
源

回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
す
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

環
境
施
策
へ
の
要
望
は
「
公
害
の
防

止
」「
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
づ
く
り
」

[水
と
緑
の
豊
か
な
自
然
を
守
る
」
が

上
位
3
位

環
境
施
策
へ
の
要
望
は
「
騒
音
、
振

動
、
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
悪
臭
等

の
公
害
の
防
止
に
努
め
る
」
5
5
%、「
資

源
の
再
利
用
や
資
源
ゴ
ミ
の
分
別
回
収

か
ら
再
生
品
の
積
極
利
用
ま
で
の
リ
サ

イ
ク
ル
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
」
4
8
%

、「
河
川
敷
、
公
園
、
親
水
水
路
、

緑
道
等
の
水
と
緑
の
豊
か
な
自
然
を
守

り
、
活
用
を
進
め
る
」
4
4
%が
上
位
3

位
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
か
の
施
策
に
差

を
つ
け
て
い
ま
す
。

図1　 身近な環境の快適さ図2　環境を守る行動

リ サ イ ク ル の 仕 組 み づ く り を 進 め て

い き ま す( 写 真: あ だ ち 再 生 館)

か
か
り
つ
け
医

高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
い
き
い
き
と
活
動
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
の
た
め
、
区
民
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「
か
か
り
つ
け
医
」に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
し
た
。

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
決
め
て
い
る

人
は
7
割

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
決
め
て
い
る

人
は
、「
決
め
て
い
る
」
4
9
%と
「
だ
い

た
い
決
め
て
い
る
」
2
0
%を
合
わ
せ
、

約
7
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
年
代
が
高
く
な
る
ほ
ど
多
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
(
図
3
)
。

望
む
こ
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
充
実

「
か
か
り
つ
け
医
」
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
望
む
か
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
親
切
に
説
明
し
て
く
れ
る
こ

と
」が
最
も
多
く
6
4气

次
が
「
気

軽
に
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
こ

と
」
4
7
%、「
診
療
時
間
外
で
も
診

療
し
て
く
れ
る
こ
と
」
3
9
%と
続

き
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充

実
を
求
め
る
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
(
図
4
)
。

図3　 かかりつけ医を決めているか
図4　かかりつけ医への要望

定

住

性

4
人
に
3
人
が
定
住
意
向
を
持
っ
て

い
る「

足
立
区
に
今
後
と
も
住
み
続
け
た

い
と
思
う
か
」聞
い
た
と
こ
ろ
。「
引
き

続
き
住
む
つ
も
り
」
6
7
%に
「
事
情
さ

え
許
せ
ば
住
み
た
い
」
7
%
を
合
わ
せ

て
、
4
人
に
3
人
が
定
住
意
向
を
持
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、「
今
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
に
愛
着
を
感
じ
る
か
」
に
つ
い
て

は
、「
愛
着
を
感
じ
る
」
5
2
%
「
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
愛
着
を
感
じ
る
」
2
6
%

と
、
約
8
割
の
人
が
愛
着
を
感
じ
る
と

答
え
て
お
り
、
定
住
意
向
も
愛
着
度
も

居
住
年
数
が
長
く
な
る
程
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

区
政
へ
の
要
望

〝高
齢
者
福
祉
〟
1
5
年
連
統
卜
ッ
プ

区
政
へ
の
要
望
は
重
要
項
目
と
し
て

毎
年
調
査
し
て
い
ま
す
。
要
望
の
第
1

位
は
今
年
も
「
高
齢
者
福
祉
」
4
2
%で
1
5

年
連
続
と
な
っ
て
お
り
、
2
位
の
「
保

健
医
療
の
充
実
」
2
4
%に
大
き
な
差
を

つ
け
て
い
ま
す
。こ
の
上
位
2
項
目
は
、

高
齢
化
の
進
行
や
介
護
保
険
法
の
成
立

な
ど
に
と
も
な
い
、
高
い
要
望
で
あ
り

続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
昨
年
3

位
の
「
ゴ
ミ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
」

は
、
平
成
5
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

を
示
し
、
今
年
は
7
位
に
下
が
っ
た
こ

と
も
注
目
さ
れ
ま
す
(
表
1
)
。

表1　 施策への要望

調査方法

無
作
為
抽
出
に
よ
り
区
内
在
住
の
2
0歳
以
上
8
0歳
未
満
の
男
女
2
万

人
を
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
選
び
、
専
門
調
査
員
が
個
別
面
接
で
調
査
。

▽
調
査
期
間
・・・
9
年
9
月
2
2日
1
1
0月
7
日

▽
回
収
数
(
率
)
・
:千
5
3
3
(
7
6
・
7
%
)

こ
の
調
査
の
。
あ
ら
ま
し
"
は
、
区
政
情
報
室
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
く
わ
し
い
集
計
結
果
を
掲
載
し
た

。報
告
書
‘
は
区
政
情
報
室
、
区

内
各
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
り

問
先
=

広
聴
相
談
係

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

平
成
1
0年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た

平
成
1
0年
度
予
算
は
、
3
月
の
第
1
回
定
例
会
で
、
一
般
会
計
に
つ
い
て

は
一
部
修
正
の
上
、
そ
の
他
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
修
正
内
容
は
、
旧
本
庁
舎
跡
利
用
計
画
策
定
経
費
1
千
5
0
0万円
が

削
除
さ
れ
、
学
校
施
設
整
備
費
が
2
2億
4
千
鷆
万
円
か
ら
1
0億
5
千
3
0
0万円

に
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
緊
急
修
繕
の
必
要
が
生

じ
た
と
き
は
、
議
会
と
協
議
の
う
え
、
必
要
最
小
限
の
執
行
を
す
る
旨
付
帯

決
議
が
あ
り
ま
し
た
。
A

予
算
課
V

葦
立
ち

牟

年
歳
歳
花
相
似
た
り
、
歳

歳
年
年
大
同
じ
か
ら
ず
蝠

劉
廷

芝
)
新
し
い
年
度
を
迎
え
、
こ
の

句
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
唐
の
洛

陽
の
桃
の
花
に
想
を
発
し
て
詠
ま

れ
た
も
の
で
す
が
、
私
た
ち
に
は

桜
の
花
の
方
が
馴
染
み
が
深
い
よ

う
で
す
。
と
こ
ろ
で
今
年
の
区
内

の
桜
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う

か
。さ

て
、
3
月
3
1日
で
1
4
0人の
職

員
が
主
に
6
0歳
の
定
年
を
迎
え
退

職
い
た
し
ま
し
た
。
4
0年
以
上
も

勤
務
し
た
職
員
も
多
く
、
そ
の
慝

慨
も
ひ
と
し
お
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
4
月
に
は
1
1
0人の
新
し

い
職
員
を
迎
え
ま
し
た
。
入
区
式

で
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
覚
と
旺
盛

な
意
欲
を
職
場
に
吹
き
こ
ん
で
欲

し
い
。
そ
し
て
、
だ
れ
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
大
い
に
力

を
尽
く
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
2

年
後
に
は
都
区
制
度
改
革
や
介
護

保
険
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
大
変
な
時
期
で
す
が
、
同
時

に
や
り
が
い
の
あ
る
時
で
も
あ
り

ま
す
。
と
い
う
こ
と
を
話
し
ま
し

た
。職

員
の
主
な
採
用
試
験
は
、
2
3

区
で
共
同
し
て
設
け
て
い
る
特
別

区
人
事
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま

す
。
年
齢
等
に
よ
る
採
用
時
の
区

分
は
あ
り
ま
す
が
、
男
女
に
よ
る

差
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
3
月
2
5

日
号
、ま
た
、今
号
で
も
募
集
の
案

内
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
区
民
の

皆
様
の
中
か
ら
も
、
ど
し
ど
し
足

立
区
職
員
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。区

長
　
吉
田
万
三

世帯と人口 ( 10 年4 月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 268, 932 人口: 635, 068 人( 男: 321, 757 人, 女: 313, 311 人)
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保
健
福
祉
ガ
イ

ド

7
5歳
以
上
の
方
に
マ
ッ
サ
ー
ジ

実
施
月
1
5
～
7
月
、
9
8
1
2
月
、
2

月

場
所
・
曜
日
=
▽
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
千
住
支
所
(
旧
千
住
南
部
地

域
集
会
所
丁
・第
2
・
4
火
曜
日

▽

竹
の
筱
障
害
福
祉
館
…
第
2
・
4
金
曜

日

対
象
=
区
内
在
住
の
7
5歳
以
上
の

方

費
用
―
無
料

申
込
=
直
接
実
施

場
所
へ
(
9
時
か
ら
先
着
受
け
付
け
)

問
先
=
社
会
福
祉
協
議
会

昔
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0
(

直
通
)

重
度
障
害
者
ハ
イ
キ
ン
グ

行
事
介
助
補
助
者
募
集

日
程
=
5
月
1
5
・
2
2
日
(
ど
ち
ら
か
1

日
で
も
可
)
場
所
=
船
橋
市
ア
ン
デ

ル
セ
ン
公
園
対
象
u
珀～
4
0
歳
位
の

健
康
な
方

内
容
l
重
度
障
害
者
の
介

助
補
助

※
昼
食
お
よ
び
傷
害
保
険
付

き

定
員―
若
干
名

申
・
問
先
=
東

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

登
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

募
集

福
祉
資
金
滞
納
整
理
員

勤
務
内
容
=
福
祉
資
金
を
返
済
し
て
い

な
い
方
に
対
し
て
、
文
書
、
電
話
ま
た

は
訪
問
に
よ
る
返
済
の
交
渉
お
よ
び
調

査

資
格
―
区
内
ま
た
は
近
郊
在
住
の

5
5歳
く
ら
い
か
ら
6
2歳
く
ら
い
ま
で
の

方
で
、
債
権
回
収
、
滞
納
整
理
の
経
験

者
ま
た
は
債
権
回
収
に
つ
い
て
意
欲
の

あ
る
方

勤
務
条
件
=
週
4
日
勤
務

募
集
人
員
=
男
性
1
人

採
用
予
定
=
6

月
1
日

報
酬
=
月
額
2
0万
8
千
円

申
込
―
写
真
を
は
っ
た
自
筆
履
歴
書
を

窓
口
に
持
参

※
書
類
審
査
後
に
面
接

を
行
い
ま
す

期
限
1
5
月
り一日

申

・
問
先
l
福
祉
医
療
課
貸
付
係

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

ぜ
ん
息
児
の
た
め
の
講
座
・
催
し

ぜ
ん
息
児
の
た
め
の
し
お
ば
ら
キ
ャ

ン
プ
9
8

期
間
=
7
月
2
7
日
囲
～
3
1
日
t
の
4
泊

5
日

場
所
=
塩
原
林
間
学
園

対
象
=

区
内
在
住
で
ぜ
ん
息
の
小
学
3
年
生
1

中
学
3
年
生

内
容
=
空
気
の
き
れ

い
な
環
境
で
、
ぜ
ん
息
の
学
習
、
腹
式

呼
吸
な
ど
の
た
ん
れ
ん
療
法
の
習
得
、

水
泳
・
(
イ
キ
ン
グ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
等
の
運
動
療
法
を
体
験
し
ま
す

定
員
a
1
0
0
人
程
度
(
応
募
者
多
数
の
と

き
は
重
症
度
・
こ
れ
ま
で
の
参
加
回
数

等
を
総
合
的
に
判
断
し
て
選
考
)

申

込
=
直
接
窓
口

申
込
期
間
=
5
月
6

・
ぜ
ん
息
児
音
楽
療
法
(
腹
式
呼
吸
)

教
室歌

い
な
が
ら
自
然
に
覚
え
ら
れ
ま

す
。

日
時
=
5
月
8
日
窗
、
午
後
2

時
3
0
分
～
4
時
3
0
分
場
所
―
区
役
所

庁
舎
ホ
ー
ル
対
象
=
ぜ
ん
息
を
治
療

中
の
小
学
1
～
4
年
生
と
保
護
者
内

容
=
発
作
の
予
防
と
軽
減
に
役
立
つ
腹

式
呼
吸
を
音
楽
を
通
し
て
身
に
つ
け
ま

す
。
※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い

講
師
=
福
田
義
子
氏

百

本
音
楽
療
法
研
究
連
合
幹
事
)

小
児
呼
吸
器
病
相
談
「
ぜ
ん
息
と
は
、

ど
ん
な
病
気
?
」

「
ぜ
ん
息
を
克
服
し
て
い
く
日
常
生

活
の
過
ご
し
方
」
な
ど
、
小
児
ぜ
ん
息

で
お
悩
み
の
家
族
の
方
、
専
門
医
の
お

話
を
聞
い
て
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
Q
5
月
2
9日
窗
、
午
後
2
時
3
0分

～
4
時
3
0
分
場
所
I
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ

ア

対
象
=
小
児
ぜ
ん
息
の
保
護
者

内
容
り
専
門
医
に
よ
る
講
義
と
相
談

講
師
=
飛
田
正
俊
氏
(
日
本
医
科
大
学

付
属
多
摩
永
山
病
院
小
児
科
医
師
)

定
員
=
2
0人

申
込
=
電
話

※
事
前

に
必
ず
予
約

1

い
ず
れ
も
l

S
用
=
無
料

申
・
問
先
=
公
害
補
償

係

さ
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

「
こ
ど
も
」の
ア
レ
ル
ギ
ー

聞
い
て
、知
っ
て
、ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
1
5
月
7
日
脚
、
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

内
容
・
講
師
=
「
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ぜ
お
き
る
の
・
ア
ト
ピ
ー
つ

て
?

」
・
小
田
嶋
安
平
氏
(
都
立
広
尾

病
院
小
児
科
医
師
)
/
「
住
ま
い
と
環

境
」
・
保
健
所
環
境
衛
生
担
当

対
象

=
ア
レ
ル
ギ
ー
が
心
配
な
乳
幼
児
の
家

族

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
a
電
話

受
付
開
始
=
4

月
2
7日

場
・
申
・
問
先
9
中
央
本

町
保
健
相
談
所

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

両
親
学
級
　
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に

日
時
=
5
月
1
5
日
窗
、午
後
1
時
3
0
分
～

4
時

対
象
―
妊
娠
5
ヵ
月
以
降
の

方
と
そ
の
配
偶
者

内
容
=
パ
パ
と
マ

マ
の
役
割
に
つ
い
て
(
心
理
相
談
員
)
、

出
産
と
子
育
て
体
験
談
、
パ
パ
の
も
く

浴
体
験

定
員
よ
J
組
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
り
千
生
保

健
所

登
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ち
び
っ
こ
集
ま
れ
　幼
児
教
室
メ
ン
バ
ー
募
集

親
子
で
た
く
さ
ん
友
達
を
つ
く
っ
て

遊
ぶ
幼
児
教
室
で
す
。

日
時
―
毎
月

第
4
火
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正
午

対

象
=
千
住
地
域
在
住
の
2
歳
～
就
園
前

の
親
子

内
容
=
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
が

当
番
制
で
企
画
し
、
み
ん
な
で
遊
び
ま

す

定
馬
瓦
…
J組
程
度

申
込
a
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

登
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

高齢者在宅サービスセンター・在宅介護支援センター

5月の家族介護者教室のご案内

福
祉
手
当
振
り
込
み

(
5
月
1
0
日
ご
ろ
)

1
0年
2
月
分
か
ら
4
月
分

▽
特
別
障
害
者
手
当

▽
障
害
児

福
祉
手
当

▽
福
祉
手
当
(
経
過

措
置
)

問
先
=
在
宅
福
祉
係
ま

た
は
各
福
祉
事
務
所
(
左
表
)

7
・
8
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各

施
設
(
左
下
表
)
で
受
け
付
け

ま
す
。申
込
=
公
社
の
各
施

設
で
販
売
す
る
甲
込
(
ガ
キ
　

(
5
0
円
)
に
、必
要
事
項
を
記

入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参
(
1

グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り
ま
す
)

期
間
=
5
月
1
日
～
1
0
日
必
着

(抽
選
結
果
を
5
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
)

受
付
=
当
選
者
は
、6
月
1
1日

ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

シ羊

ヤ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

※
7
月
2
1日
か
ら
8
月
3
1ま
で
の
湯
河

原
・
那
須
・
伊
豆
高
原
は
、1
グ
ル
ー

プ
で
申
し
込
め
る
の
は
3
部
屋
ま
で
で

す

空
き
室
の
利
用

7
・
8
月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
6
月
1
2

日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設
で
直
接
受

け
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、「
あ
い
ネ
ッ

ト
翌

で
も
予
約
で
き
ま
す
。

4
・
5
・
6
月
分

随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※

仮
予
約
後
、3
日
以
内
に
お
近
く
の
公

社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ

ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申
し
込
み
は
利

用
日
の
3
日
前
ま
で
で
す
)

● 各施設利用案内　7 ・8 月利用分

※鹿沼野外レクリエーションセンターの7・8 月分の申し込みハガキの受け付けはすでに終了しました。空き室の利用についてはほガの宿
泊施設と同様です

※公社施設で、すでに購入済みの宿泊施設抽選申し込みカード( 専用ハガキ) には「鋸南自然の家」の表示がないものがありますが、使用
できます。施設名欄に「鋸南自然の家」と配入し、申し込んでください
※利用申し込みは2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします
※「那須・森の家」へは直通バスも運行しています。公社窓口へお問い合わせください
※ 7月21日～8月31日の期間、湯河原・那須・伊豆高原は1グループで申し込めるのは3部屋までです

● コミュ ニティ文化 ・スポ ーツ 公社各施設一覧

受付時間=①～⑩は午前9時～午後8時、○ は午前10時～午後6時( 毎週月曜日休館)
⑩は午前9時～午後5時( 土・日・祝日を除く)
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健康カレンダー 5月の予定 5月の献血

時間=午前10時～11時30分
午後0時30分～3時30分

問 先= 東京都東赤十字血液センター
S5682- 2801
区役所保健予防係
登3880- 5111 ㈹

5 月5 日は
し よう ぶ 湯

子供と高齢者に
銭 湯 無 料 開 放

大
き
な
お
風
呂
で
温
泉
気
分
。
し

ょ
う
ぷ
湯
が
待
っ
て
い
ま
す
。

日

時
1
5
月
5
日
㈲

場
所
=
区
内
の

各
銭
湯

対
象
=
1
2歳
以
下
の
子
供

と
6
5歳
以
上
の
高
齢
者

申
込
=
当

日
、
番
台
か
フ
ロ
ン
ト
で
年
齢
を
告

げ
て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
な
ど
は
不

要
で
す

問
先
―
保
健
管
理
課
管
理

係

容
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

精
神
保
健
指
導
員
(非
常
勤
)募
集

対
象
―
大
学
で
福
祉
ま
た
は
心
理
学
を

専
攻
し
た
方

内
容
=
精
神
障
害
者
デ

ィ
ケ
ア
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ほ
か

勤

務
条
件
=
週
4
日
3
0時
間
/
有
給
休
暇

・
社
保
あ
り

募
集
人
員
1
1
人
　
選

考
方
法
―
面
接
(
日
程
は
後
日
連
絡
)

申
込
=
自
筆
の
履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は

持
参

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
相

談
所

〒
1
2
0・0
0
0
3

東
和
3
-
1
2
-
9

容
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

成
人
病
と
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

日
時
り
▽
検
査
…
5
月
2
0
日
團
、
午
前

9
時
3
0
分
～
1
0
時
▽
結
果
…
6
月
2

日
㈹
、
午
前
9
時
～
1
0時

対
象
Å
に

歳
～
3
9歳
ま
で
の
女
性

内
容
=
骨
密

度
・
体
脂
肪
・
血
圧
測
定
・
尿
・
血
液

検
査
(
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪

・
貧
血
)
等

定
員
-
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(

ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記

期
限
=
5
月
1
日
必
着

場
・

申
・
問
先
1
千
住
保
健
所

〒
1
2
0・0
0
3
6

千
住
仲
町
2
4
-
2

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

食
と
健
康
教
室
(
2
日
制
)

知
っ
て
得
す
る
骨
づ
く
り
の
コ
ツ

日
時
1
5
月
1
3
日
溂
、午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0
分
/
1
5
日
窗
、午
前
1
0
時
～

正
午

内
容
=
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り

の
バ
ラ
ン
ス
献
立
/
適
度
な
運
動
で
体

を
き
た
え
よ
う

定
員
=
3
0人

費
用

―
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
東
和
保
健
相
談
所

昔
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

し
っ
か
り
食
べ
て
ダ
イ
エ
ッ
ト

日
時
=
5
月
H
日
囲
、午
前
1
0
時
～

正
午
/
2
2
日
宙
、午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
3
0分

対
象
9
健
康
に
体
重
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
た
い
方

内
甲
I
プ
ラ
ス

思
考
で
や
せ
る
食
生
活
術
/
食
べ
方
の

工
夫
で
カ
ロ
リ
ー
調
整
/
気
軽
に
で
き

る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
ほ
か

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込

―
電
話

場
・
申
・
問
先
4
中
央
本
町

保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

初
夏
に
向
か
っ
て
ダ
イ
エ
ッ
ト

日
時
1
5
月
1
3
日
澎
・
2
0
日
團
、午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
I
ダ
イ

エ
ッ
ト
の
た
め
の
食
品
選
び
/
今
ど
き

の
食
生
活
情
報
と
運
動

費
用
=
無
料

定
員
=
3
0人

場
・
申
・
問
先
―
江
北

保
健
相
談
所

登
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

自
分
に
あ
っ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト

日
時
=
5
月
1
9
日
㈹
、午
後
1
時
3
0
分

～
3
時
3
0
分
/
2
2
日
啝
午
前
9
時
3
0

分
～
1
1
時
3
0
分
内
容
I
ダ
イ
エ
ッ
ト

成
功
の
秘
け
つ
と
献
立
紹
介
/
消
費
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
運
動

費
用
=
無

料

定
員
=
2
5人

申
込
=

雷話

場

・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

住区健康フェスティバル

まち も 元気 、
わたし

も元気

庄
区
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、パ
ネ
ル
展
示

や
計
測
、健
康
相

談
、血
液
・
尿
検

査
等
を
行
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
健
康
状
態

を
知
り
、
生
活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
程
等
玉
七表

費
用
=

無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

住区 健康フェ スティ バル5 月の日程

がん検診と成人健康診査(無料)
過去1 年以内に、区および勤務先等で 同種の検診を受けた方は除き ます。申

し 込みは、ハガキに郵便 番号、 住所 、氏名( フリガ ナ) 、生年月日、年齢、 性
別 、電話番号、希望検診名を明記し 、そ れぞ れの申し 込み先へ。後日、受 診票
と案内をお送りします。 ※ 消化 器がん検診は検診日。受診場所も第3 希望 ま
で明記

消化器がん検診

日程等= 下表 対象=35 歳以上の区民 ※ 胃を切除した 方、胃の病気で治療
中の方、妊娠し ていると思われる方は受診でき ませ ん 内容=X 線撮影によ
る胃がん検診と検便 による大腸が ん検診 期限= 受 診希望月 の前月15日消
印有効。受診票送付は前月末日( 6 月を受診希望 の場 合5 月15 日消印有効、
送付は5 月末日) 申 一問 先= 足立保健所診療放射線 〒121- 0822 西竹の
塚2- 12- 8S3855 ―4156( 直通)

女 性がん検診と成人 健康診査

女性がん検診 対象=30 歳以上の女性区民 内容= 乳がん検診と子宮が
ん検診
成人健康診査 対象=40 歳以上64歳まで( 昭和8 年4 月1 日以降生まれ)

の区民 内容= 血液、尿、必要に応じて心電図の検査等で、心臓、肝臓、じ
ん臓の訶気や糖尿病、高血圧、高脂血症等について調べます

ー いずれも 一
日時等= 受診票を受けとってから1 力月以内に区内実施医療機関で受診
申・問先= 保健予防係 〒120- 8510 中央本町1- 17- 1 登3880- 5111㈹

あ
だ
ち
植
物
歴
史
手
帳

桜

区
の
木
は

〝桜
〟

で
す
。区
内
の
小
中

学
校
は
桜
を
あ
し
ら

つ
た
校
章
が
多
く
、
足
立
区
と
桜
の
関

わ
り
が
深
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

。

こ
の
足
立
区
と
桜
の
緑
は
江
北
に
始

ま
り
ま
す

。
南
足
立
郡
だ
っ
た
1
8
8
6

年

、(明
治
1
9
)
、江
北
村
長
清
水
謙
吾

が
、
荒
川
堤
(
当
時
)
に
3

千
2
2
5本の
桜
を
植
え
た

の
が
始
ま
り
。1
9
1
2

年
(
明
治
4
5
)に
は
尾
崎

行
雄
東
京
市
長
に
よ
っ
て

ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン

市
へ
贈
ら
れ
、
ポ
ト
マ
ッ

ク
河
畔
の
桜
と
し
て
有
名

に
な
り
ま
し
た
。
江
北
の

桜
は

〝五
色
桜
〟
と
し
て

評
判
で
、
田
山
花
袋
は
小

台
か
ら
の
散
策
を
読
者
に

勧
め
、
永
井
荷
風
は
荒
川

堤
を
散
策
し
随
筆
を
残
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
1
9
2
4

年
(
大
正
1
3
)、荒
川

堤
桜
と
し
て
国
の
名
勝
と

な
り
ま
し
た
。足
立
区
で
は
、
ほ
か
に

中
川
堤
の
千
本
桜
な
ど
が
知
ら
れ
、
桜

の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
荒
川
堤
桜
も
散
り
時
が
訪
れ
ま

す
。
は
じ
め
は
放
水
路
(
現
荒
川
)
工

事
。
永
井
荷
風
が
北
宮
城
の
茶
屋
で
放

水
路
工
事
で
桜
が
消
え
る
と
聞
き
、
驚

い
た
と
い
い
ま
す
。
次
が
太
平
洋
戦
争

の
荒
廃
、
と
ど
め
が
自
動
車
交
通
の
排

気
ガ
ス
で
、
多
く
が
失
わ
れ
、
と
う
と

う
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

今
世
紀
の
は
じ
め
、
近
代
東
京
の
憩

い
の
場
と
し
て
見
事
に
咲
い
た
桜
堤

は
、
東
京
が
膨
張
し
、
足
立
区
の
都
市

化
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
ま
で
の
約
半
世
紀

で
散
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。現
在
で
は
、

区
内
の
公
園
・
学
校
に
は
ポ
ト
マ
ッ
ク

河
畔
の
櫃
が
竃
帰
P

し
て
、
往
時

の
姿
を
今
に
伝
え
、
都
市
農
業
公
園
の

名
勝
荒
川
桜
堤
の
碑
が
、
名
所
の
伝
統

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、区
で
は

江
北
五
色
桜
の
復
活
を
願
い
、
荒
川
提

防
(
堀
之
内
一
丁
目
)
に
桜
づ
つ
み
夲
痘

備
し
て
い
ま
す
。A

郷
土
博
物
館
V

江北五色桜の絵ハガキより( 昭和初期)
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住
み 慣れ

た まちに

暮ら
し

続 けるために
自宅での療養を応援します!

人生80年時代と言われる現在、元気に生活を楽しんでいる高齢者がた
くさんいます。しかし、中には食事や着替えなどに衣族の助けが必要に
なったり、ねたきりになりている方もいます。このような高齢者が、家

族と共に住み慣れた地域で生活し続けるために、医療や介護についてさ
まざまな在宅サービスがあります。こうしたサービスの中から、「訪問看
護ステーション」と「老人保健施設」についてご紹介します。

訪問看護ステーション
あなたのお宅に看護婦が訪問

家
庭
で

療
養
し
て
い
る

方
の
お
宅

に
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
の
指
示

を
受

け
て
I

糢
婦
や
理

学
象
法
士
な
ど
か
訪

問
し
、
看
霞
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す

。

内
容
は
訶
状
の

観
察
、
床
ず
れ
の

予
防

や
乖
当

て
な
ど
の
医

療
的
処
置

、
薬
の

飲
み
方
の
指
導
や

管
理

、
リ
(

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
療
養
生
活
に
関
す
る

相
破

な
ど
で
す
。

利
用
す
る
万
が
現
在
か
か
っ
て
い
る

医

師
と
連
絡
を
と
り

あ
い
看
護
を
行

い
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
を

変
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま

た
、

介
霞
す
る
家
族
の

方
の
健
康
問
題
や
悩

み
、
応
急
手
当
て
の

仕
方
や
介
護
用
品

の
助
言
、
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
主
治
医
ま

た
は
肪
問
看
霞
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

。

※
4

月
1
日

現
在

。
区
内
で
は
1
4カ
所
(

旻
1
)

の

訪
問
番
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
活
励
し
て

い
ま
す

対
象
―
「
老
人
医
療
受
給
者

証
」
を
持
っ
て
い

る
6
5歳
以
上
の

方
/

在
宅
で

療
養
し
て
い
る
方

利
用
回
数
I

原
則
週
3

回
以
内
。
―
回
あ
た
り
3
0

分
1
1

時
間
3
0
分
以
内

費
用
l

邸
筬

以

上
の

方
は
訪
問
I

回
に
つ
き
S

円
/

そ
の
ほ
か
の
方
や
長
時
間

看
護
・
休
日

肪
問
は
別

料
金

※
6
5
歳
末
薦
の
方
は

健
康
保
険
が
利
用
で
き
ま

す

申
込
9

か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た
は
各
肪
問
看

護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
(

表
1
)

訪問看護ステーション一覧

表1 4 月1 日 現 在

訪
問
看
護
を
利
用
し
て
助
か
っ
て
ま
す

利

用
を
始
め
て
2
ヵ
月
の
鈴
木
シ

ズ
癶
刄

は
自
営
業
の
息
子

夫
婦
と
同

居
し
て
い
る
盟

笙

ま

れ
の
9
2歳

。現

在
ね
た
き
り
で

、
お
嫁
さ
ん
の
マ
リ

孑
4【
兀

界

護
を
う
け
て
い
ま
す

。

訪
問
看
護
で
は

、
床
ず
れ
の
手
当

て
、健
康
管
理
、ね
求
き
の
交
換
や

身
体
を
清
潔
に
保
つ
た
め
、身
体
を

ふ
い
た
り
し
て
い
穿
y
。こ
う
し
た

看
護
を
シ
ズ
さ
ん
と

な
ご
や
か
に
会

銛
し
な
が
ら
看
霞
婦
が
テ
キ
パ
キ
と

行
い
ま
す

。
「
自
分
人

で
腓
ね
か
ら

な

か
っ
た
身
体
の
ふ
き
か
た
や
床

ず
れ
の
手
当

、
食
事

、
排
せ
つ

の
方
法
な
ど

、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
彎
護
婦
さ
ん
に
聞
い
て
い

ま
す

。
利
用
し
て
う
ち
と
け
て

く
る
に
つ

れ

、
何
で
も
相
談
で

き

ぞ
つ
に
な
り
ま
し
た

。
ま

た

、
自
営
巣
の
た
め
忙
し
い
と

き
な
ど

、
大

変
助
か
り
ま
す
」

と
マ
リ
子
さ
ん

。シ
ズ
さ
ん
も

。

看
覆
婦
癶
兀

と
の
会
話
が
楽
し

み
で

。今
度
い
つ
来
る
の
包

心

待
ち
に
し
て
い
る
そ
う
で
す

。

老 人保 健 施 設
自 立と 家庭復帰のために

老
人
保
健
施
設
は

、
入
院
し
て
冶
療

を
受
け
る
必
要
は
な
い
も
の
の

、
食
事

や
肴
翦
え
な
ど
に
人
界

護
が
必
要
な

高
齢
者

、
あ
る
い
は
ね
た
き
り
や
廊
ほ

う
の
高
齢
者
の
在
宅
療
養
寺
支
援
し
て

い
ま
す

。

施
設
で
は

、
こ
の
よ
4
忿

高
齢
者
が

入
所
し

、
自
立
と
寒
庭
復
帰
を
目
指
し

ま
す

。
利
用
す
る
方
の
状
況
は

様
々

。

入
所
す
る

方
に
合
わ
せ
た
目
標
を
決
め

て
い
ま
す

。

□
入
所
サ
ー
ビ
ス

リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や

昔
護
・

介
護
な
ど
の
医
療
ケ
ア
と
食
事
な
ど
の

日

常
生
活

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま

す

。
入
所

期
間
は
約
3

ヵ
月

。
そ
の
梭

は
判
定
結
果
に
よ
り
ま
す

。

。□
短
期
入
所
(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)

入
院
・

旅
行
な
ど
で

介
護
者
が
不
在

と
な
る
場

合
な
ど
に
も
2
週
間
以
内
の

短
期
間
の
入
所
利
用
が
で
彜
乖
子

。

□
通
所
サ

ー
ビ
ス
(

デ
イ
ケ
ア
)

施
設
に
通
っ
て

、
入
所
サ

ー
ビ
ス
と

同
じ
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
か
受
け
ら
れ
ま

す

。

対
象
―
「
老
人
医
S
受

給
者
証

」
を
持

っ
て
い
る
6
5
歳
以
上
の

方
/
初
老
期
廊

ほ
う
の
状
熊
に
あ
る
匍
歳
以
上
の
方

費
用
=
食
費
な
ど
目
己
負
担
が
あ
り
ま

す

。
各
施
設
や
利
用
方
法
に
よ
っ
て
異

な
n
ま

す
の
で

、
各
施
設
に
問
い
台
わ

せ
て
く
だ
さ
い

利
用
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
や
申

し
込
み
は

、
直
接
各
施
股
へ
(
表
2
)

。

※
老
人
保
健
施
設
は
現
在
区
内
に
4

施

設
(

表
2
)

あ
り

、
い
ず
れ
の
施
設
も

区
な
ど
の
助
呎
を
受
け
て

整
爾
さ
れ
ま

し
た
が

、
民
間
の
運
営
で

す

老人保健施設一覧

表2 4 月1 日 現 在

▲ 4 月にオープンした
レーベンハウス

訪 問 着 護ス テ ー シ ョ ンと 老 人 保 健

施 設 に 関 する お 問い 合 わせ は 地 域

保 健 計 画推 進 へ

3880- 5111( 代)

自
分
の
身
体
は
、自
分
で
動
か
せ
る

よ
う
頑
張
り
た
い

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
通

所
で
老
人
保
健
施
設
を
利

用
し
て
い
る
植
竹
昭
治
さ

ん
(
6
7
歳
)
。
老
人
保
健
施

設
に
通
所
す
る
ま
で
は
。

ね
た
き
り
で
車
い
す
を
利

用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
。
足
腰
か
弱
っ
て
し
ま

・
冫
か
ら
と
歩
行
器
で
歩
く

こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
一
歩

一
歩
訓
緩
を
続
け
、
歩
行

器
&
葩
っ
て
歩
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

一
歩
く
訓
練
は
大
変
で

し
た
が
、

自
分
の
こ

と
だ
か
ら
自
分
で

や
ら
な

け
れ
ぱ
、
と
頑
張
り
ま
し
た

。
施
設

の
方
の
暖
か
い
言
葉
も
大
変
励
み
に

も
な
り
ま
し
た
。
通
所
し
て
い
る
他

の
方
と
一
緒
に
疔
う
リ
(

ビ
リ
訓
練

で
は
、お
互
い
に
肩
を
た
た
い
た
り
、

手
を
つ
な
い
だ
り
と
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
く
や
っ
て
ま

す
」
と
咥
竹
さ

ん
。
ま
た
、
自
宅
も
ト
イ
レ
、
手

す

り
、段
差
解
消
な
ど
の
片
宅
改
造
も
、

老
人

保
健
施
設
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

で
利
用
し
や
す
く
工
事
し
ま
し
た

。

放置自転車禁止区域取
周
辺
の
お
お
む
ね
刈
m
以
内

夸
目
転
車
放
置
梟
止
区
城
に
指
定

し
、
翠
止
区
峨
内
に
取
置
さ
れ
た

自
転
申
を
撒
去
し
て
自
丘
車
移
送

所
に
運
び
保
管
し
て
い
ま
す
。
引

き
取
り
の
際
に
は
撤
去
料
2
千
円

を
徴
収
に
¥
チ
。
撤
去
唆
2
ヵ
月

を
過
ぎ
る
と
肌
芬
し
李
y
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い

。

駅
に
近
い

方
は
で
き
る

だ
け
徒
歩

で
、
自
転
車
受

利
用
す
る

場
合
は
、
決

め
6

れ
た
自
転
車
置
き
墺
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
転
車
に
は
必
ず

住
所
と
名
前
を
記
入
」
汳
し
ょ

う
。

□
区
営
有
料
自
転
車
駐
車
場

硬
瀬
東
畦
申
場

綾
瀬
3
-
1
1
-
6

昔
(
3
6
0
5
)
2
5
6
3

綾
瀬
西
駐
申
場

陵
瀬
4
-
1
-
H

s
(
3
6
2
8
)
a
0
7

榎
瀬
閘
駐
車
場
綾
瀬
2
-
2
5
1
4
先
s

(
3
8
8
)
2
5
0
6

綾
瀬
北

駐
申
場

綾
瀬
3
1
2
2
-
1
4

a
(
5
6

～
)
2
7
1
2

サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
綾
瀬

綾
瀬
3
1
9

魯
(
5
2
4
4
)
7
3
1
3

□
区
営
無
料
自
転
車
駐
事
場

纃
瀬
袋
裙
駐
車
場

綾
瀬
2
-
1
8
-
4

先□
民
営
駐
車
場

濆
水
駐
車
場

綾
瀬
4
-

―
-
8

豐
(
3
6
8
)
8
5
6
2

関
口
商
事

東
驟
瀬
1
-

―
-
2
7

s
(
3
6
0
3
)
8
8
1
2

(
ロ
ー
ス
ク
エ
ア
ー
綾
噸
2
-
2
2
1

1
0
s
(
5
6
8
0
)
5
5
5
3

□
自
転

車
移
送
所

北
綾
瀬
移
送
所

谷
中
1
-
8
-
1
0

先

問
先
―
自
丘
車
佩

霤
(
3
a
o
)
5
1
1
1

㈹

※
葛
飾
区
側
驟

瀬
駅
周
辺
お
お
む
ね
刈

田
以
内
も
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
掴

定
さ
れ

、葛
飾
区
が
撤
去
し
て
い
ホ
罵

綾 瀬 駅 周 辺

特
殊
建
築
物
等
の

定
期
報
告

刷
場

、
ホ
テ
ル

、
大
規
楔
物
品
販
売

店
舗
、
訶
院
な
ど
の
多
取
哭

が
利
用

す
る
建
築
物
(

特
殊
建
築
初
等
)
は

、

欠
陥
が
あ
る
と

火
災
や
地
震
等
が
発
生

し
た
場
合

、
大

き
な
災
害
に
つ

な
が
り

ホ
チ

。
建
築
基
準
法
で
は

、
そ
の
よ
う

な
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

、

建
築
物
の
敷
地

、
構
造
お
よ
び
設
爾
の

状
況
に
つ
い
て

、
。所
有
者
ホ
笵

は
管
理

者
が

∵

二
級
建
築
士
ま
た
は

建
設
大

臣
が
定
め
る
調

査
資
格
者
に
定
期
的
に

調
杏
を

依
頼
し
て

、
そ
の
結
果
を
報
告

す
る
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
(
特
殊
建

築
初
等
定
期
調

査
報
告
制
度
)
。
な
お

、1
0

年
度
の
対
象
建
築
初
は
旻
3
の
と
お

り
で
す

。

提
出
先
=

荊
東
京
建
築
防

災
セ
ン
タ
ー

〒
Ⅲ
・
0
0
7
4

磨
区

高
輪
2
1
1
5
-
1
9
高
輪
明
光
ビ
ル
5

階

霓
3
4
4
8
)
0
8
8
8

㈹

問
先
a

建
築
調
整
課
調
査
佩

霑
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表3　10年度定期報告の対象になる特殊建築物等

※ F ≧3 とは 、3 階 以上の 階でそ の用 途に供 する部 分の床 面積の 合計が100m2を 超えるも のをい う。
A は その用 途に供 する部 分の 面積の合 計をい う

※ 新簗 または 改築( 一部改 築を除く) に 係る特 殊建 築物等の 報告時 期は 、検査済 証の 交付を 受けた 直後の 時期は 除く

特
別
区
職
員
(
I
類
)
採
用
試
験

日
程
1
6

月
2
1日

咄

採
用
予

定
年
月

日
0
1
1
年
4
月
1

日
以
降

職
種
等
―

表
4

申
込
―
郵
送
ま
た
は
持
か

期

限
=

▽
郵
送
・・・
5
月
1
5
日
消
印

有
効

▽
各
区
役
所
へ
持
参
・
・
・
5
月
1
8
日
～
2
1

日
/
特
別
区
人
申
委
員
会
事
務
局
へ
持

穆
・
・
・
5
月
1
9
日
～
s
日
申
・
簡
先
―

〒
旧
・
0
0
7
3

千
代
田
区
九
段
北
―

―
―
-
4

特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局

任
用
課

豐
(
a
1
0
)
9
7
8
7

□

特
別
区
人
事
委
員
会
主
催
公

務
員
セ

ミ
ナ
ー
(
I

類
)

日

時
=
5

月
7

・
8
日

、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
3

時
匐
分

場
所
1
千
代
田

区
公
会
堂
(
九
段
下
駅
下
車
徒
歩
3
分
)

対

象
―
採
用
試

験
受
験
希
望
者

内
容

～
各
区
の
特
色
等
(
足
立
区
は
7
日
の

午
後
の
予
定
)

問
先
=

職
員
課
人
事

佩S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表4　 職種および受験資格の概要
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
支
給

提
出
さ
れ
た

申
請
魯
を
審
査
の

う

え

、
支
給
該
当
戸
罍

っ
た

方
に
は
4

月

末
に
口
座
振
込
等
で
支
給
し
ま
す

。
振

込
通
知
は
出
し
ま
せ
ん
の
で

、
指
定
し

た
口
匣
の
通

帳
を
確
認
し
て
く

だ
さ

い

。
申
請
一

を
提
出
し
た

方
で

、
該
当

し
な
か
っ
た
方
に
は
5
月
に
通
知
し
ま

す

。
支
給
額
(
1

人
に
つ

き
)
―
▽
福

祉
給
付
金
・
・
i
万
円

▽

介
護
福
祉
金

・・・
3
万
円

▽
特
別
給
付
金
…
1

万
円

問
先
―
▽
年
金
関
係
で

支
給
を
受
け
る

方
・
・・
国
民
年
金
課
給
付
係

▽
児
重
扶

貴
手
当
関
係
で
支
給
を
受
け
る
方
・・
・
児

童
福
祉
課
児
窶
手
当
係

▽
障
害
や
福

祉
手
当
関
係
で
支
給
を
受
け
る
方
・・
・
在

宅
福
祉
課
在
宅
福
祉
係

▽
原
爆
被
傷

者
関
係
で

支
給
を
受
け
る
方
・
:
保
健
管

理
課
管
理
係

▽
そ
の
他
の
関
係
で
支

紿
を
受
け

る
方
・・
・
福
祉
管
理
課

・
在
宅

福
祉
課

魯
(
3
8
8
0
)
?
1
1

㈹

東
京
都
・
特
別
区
駐
車
場
整
備
基
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

建
設
資
金
の
融
賢
あ
っ
せ
ん
や
利
子

補
給
等
豪
y
る
こ
と
に
よ
り
。
駐
車
場

塵
譽

籌

良

し
て

い
ま
す
。

対
象
と

な
る
駐
車
場
―
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
駐
車
婦
・・
・
駐
車
場
に
僵
す
る
面

積
が
刈
。皿
以
上
ま
た
は
2
0台
以
上
で

あ

る
/

来
店
者
専
用
や
社
貝

専
用
等
、
利

用
者
を
特
定
す
る
専
用
畦
車
場
で
は
な

い
/

蕩

設
着
工
加
で

あ
る
/

機
械
式

は
、
建
設
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
機
械

で

あ
る

対
象
と
な
る
方
1
次
の
す
べ

て
の
要
件
に
骸
当
す
る
方
・
・・
2
3区
内
に

駐
車
場
建
設
取
地
の
権
利
を
有
し
て
い

る
(
産
人
・
個
人
を
間
い
ま
せ
ん
)
/

金
融
機
関
の
求
め
る
担
保
か
疉

裝
で

き

る
確
実
な
返
済
能
力
を
有
し
て
い
る

費
用
=
新
設
ま
た
は
蔑
て
霤
え
の
場
合

は
、
解
体
費
・
消
費
税
・
用
地
取
掃
費

等
を
除
い
た
建
設
費
用
融
資
限
度
額

1
1
台
あ
た
り
网
万
円
ま
で
融
資
利

率
等
-
1
0
年
度
は
年
利
2
.
5
%
固
定
。
償

還
期
間
は
1
5
年
以
内
利
子
の
補
給
―

融
資
対
象
台
数
の
1
分
?
以
上
ま
た

は
3
0
台
以
上
を
睥
間
貸
し
す
る
場
合
に

限
る
(
禰
給
車
年
利
1
.
0
%
5
年
間
)
。た

だ
し
、
平
面
式
駐
車
珊
の
建
設
は
除
く

問
先
―
交
通
安
全
対
策
諏
駐
車
場
担
当
S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

図
書
館
の
臨
時
休
館

区
内
の
図
s

館
が
特
別
整
理
期
間
等

の
た
め
表
5

の
と
お
n

臨
時
休
館
し
ま

す
。
お
近
く
の
閲
館
し
て
い
る
図
書
館

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

間
先
=
中
央

図
書
館
S
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

表5　 図書館の臨時休館日

4
月
2
9日

み
ど
り
の
日
に

記
念
植
樹
祭
を
行
い
ま
す

郡
市
一

業
公
園
で
は
、「
都
民

グ
リ
ー

ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
砺
」
の

一
環
と
し

て
次
の
3

点
を
記
念
し

。
値
煢

帑
を
行

い
ま
す

。

▽
公
園
内
荒
川
河
川
敷
に
チ
ュ

ー
リ
ッ

プ
の
大
花
壇
が
完
成

▽
友
好
都
市
山
ノ
内
町
が
長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会

の
会
場
と

な
り
大
成
功

▽
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」
が
4

月
1
日
よ
り
鹿
行

嘔
夜
祭
の
ほ
か
に
苗
木
や
野
粟
の
即

充
会
。
ふ
わ
ふ
わ
ラ
ン

ド
な
ど
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
も
同
時
開
催
。
な
か
で
も
注

目
は
今
回
、
公
園
の

荒
川
側
の
広
場
に

造
成
さ

れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
花
脣
。
3

万
4

千
球
も
の

色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
に
よ
り
描
か
れ
た
も
の
は
大
人

気
の
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
当
日

、

皆
さ
ん
の
目
の

煎
で
お
披
露
目
さ
れ
ま

す
。
お
楽
し
み

に

。
臂
ひ

、
家
族
そ
ろ

っ
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い

。
日
時
1
4

月
2
9
日
㈲

、
午
前
1
0時
～
午
後
4

時

。

雨
天
決
行

場
所
=

郡
市
農
業
公
園

※
車
で
の
来
場
は
ご
還
慮
く
だ
さ
い

問
先
―
公
園
管
理
佩

a
(
3

呂
)
5
1
1
1

㈹

都
市

農
業
公
園

霑
(
3
8

～
)
4
1
1
4

新
し
い
公
園
が
オ
ー
プ
ン

広
々
と
し
た
自
由
な

空
間
で

、
陽
の

光
を
硲
び
て
思
い
っ
き
り
深
呼
吸
な
ん

て
い
か
が
で
し
よ
冫

か
。

□
入
谷
中
丸
公
園
(
入
谷
8
-
4
)

舎
人
二
号
公
園
の
改
修
工
事
だ
`
了

し
、当
地
区
の
古
い
地
名
で
あ
る
[
中

丸

を
取
り
入
れ
た
「
入
谷
中
丸
公
園
一

と
し
て

再
閲
菌
し
ま
す

。
園
内
に
は
2

つ
の
広
鳩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
ほ

か

、
園
路
に
沿
っ
て
さ
ま
ざ
掌
な
花
や

央
の
な
る
木
が
噫
え
て
あ
り
ま
す
。

□
北
加

平
公
園
(

北
加
平
町
1
6
)

今
ま
で
子
供
の
広
場
と
し
て
覡
し
ま

れ
て
き
た
鳥
所
に
遊
貝
や
広
鳩

、
里
帰

り
桜
の

並
木
な
ど
が
設
置
さ
れ

。
新
し

い
公
園
と
し
て
オ
ー
ブ
ン
し
ま
し
た
。

お
子

さ
ん
た
ち
の
大
好
き
な
、
す
べ

り
台
や
ト
ン
ネ
ル
の
つ
い
た
色
鮮
や
か

な
榎
合
遊
具

が
あ
る
楽
し
い

公
園
で

す
。
問
先
1

公
園
管
理
係

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▲ 入谷中丸公園
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催
し
物
ガ
イ
ド

※
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が

な
い
も
の
は
、
区
役
所
代
表

(
1
8
8
0
)
5
1
1
1

へ

東
京
・
荒
川
市
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
!

5
月
1
0日
剛
に
荒
川
河
川
敷
を
利
用

し
た
東
京
で
朷
の
本
格
的
な
市
民
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
人

員
5
千
人
を
予
定
し
て
い
る
大
会
で

す
。
午
前
9
時
に
板
橋
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト

し
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
混
浜
橋
付
近

を
9
時
2
0分
、
千
住
新
橋
付
近
を
9
時
4
5

分
、折
り
返
し
地
点
の
隅
田
水
門
を
、9

時
5
0分
(
各
予
定
時
刻
)
通
過
す
る

予
定
で
す
。
大
会
当
日
は
全
国
か
ら
の

た
く
さ
ん
の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
声
援
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

主
催
=
東
京
・
荒
川
市

民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

問
先
=

体
育
課

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会

【
共
通
科
目
…
第
一
回
】

各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
資
質
・
指

導
力
の
向
上
と
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
普
及
・
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。
共
通
科
目
と
別

に
開
催
す
る
専
門
科
目
の
受
講

・
試
験
に
合
格
し
た
方
は
、
区

公
認
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
と
し

て
認
定
し
登
録
が
で
き
ま
す

。

ま
た
、
履
修
に
お
い
て
単
位
不

足
が
生
じ
た
場
合
は

、
次
回
講

習
会
以
降
で
も
分
割
の
受
講
が

で
き
ま
す

。

日
程
等
1
表
1

対
象
=
灣
2
0
歳
以
上
で

、
ス
ポ

ー
ツ
指
導
を
行
っ
て
い
る
方
お

よ
び
指
導
者
を
目
指
す
方

定

員
=
7
0
人

費
用
=

無
料

申

込
=

往
復
(

ガ
キ
に
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
養
嵎
講
習
会

「
共
通
科

目

」、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
ス

ポ
ー
ツ
種
目
、
所
属
団
体
を
明

記

期
限
=
5
月
り一日
必
着

申
・
問

先―
体
育
振
興
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

表1　 スポーツ指導員養成講習会「共通科目」日程

水
上
安
全
法
救
助
員
講
習
会

日
時
=
6
月
8
日～
1
7
日
、
午
後
6

時
3
0分～
9
時

場
所
1
千
住
温
水
プ

ー
ル
ほ
か

対
象
=
1
8歳
以
上
で
鴎
m

以
上
泳
げ
る
方

内
容
―
講
義
・
実
技

講
師
=
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部

水
上
安
全
法
指
導
員

定
員
=
6
0
人

(抽
選
)
S

用
=
5
千
円
(
教
材
費

別
途
負
担
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
日
赤
救
助

員
の
資
格
の
有
無
を
明
記

期
限
=
5

月
1
5日
必
着

申
・
問
先
―
(
財
)
体

育
協
会

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
6
9
5
(

直
通
)

郷
土
博
物
館
の
催
し

5
月
5
日
(

子
供
の
日
)

の
無
料
公

開
日
に
各
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

。

映
画
会

▽
子
ど
も
の
日
映
画
会
…
子
ど
も
向
け

映
画
を
上
映
し
ま
す
。

日
時
=
5

月
5

日
面

、
午
前
1
0
時
1

内
容
=

「
煙

突
屋
ペ
ロ
ー
」(
2
3分
・
影
絵
ア
ニ
メ
)

…
兵
隊
の
出
る
卵
の
力
で

、
英
雄
に
な

っ
た
ペ
ロ
ー
で
し
た
が
・
…
/

「
天
狗

ま
つ
り
と
ガ
キ
大
将
」(
4
5分
)
・
:
秩
父

の
あ
る
村
で
行
わ
れ
る
子
ど
も
の
火
祭

り
の
素
朴
で
楽
し
い
様
子

。

▽
無
料

公
開
日
映
画
会
…
第
2

土
曜
日
の
無
料

公
開
日
に
映
回
を
上
羈
蜃

ヂ

。

日
時
=
5

月
9

日

、午
後
1

時
～

内
容
「
イ

ヨ
マ
ン
テ
熊
送
り
」(
1
0
2
分
)
…
ア
イ
ヌ

民
族
の
代
表
的
な
祭
を
紹
介
す
る
。/

「
ア
イ
ヌ
の
丸
木
舟
」(
4
7分
)
…
二
風

谷
在
住
の
ア
イ
ヌ
、
萱
野
氏
の
指
導
に

よ
る
丸
木
舟
作
り
。

郷
土
芸
能
鑑
賞
会

日
時
=
5

月
5
日
次
、
午
後
1
時
・
2

時

内
容
―
葛
西
ぱ
や
し
佐
野
保
存

会
、
押
部
文
化
保
存
会
は
や
し
連
の
皆

さ
ん
に
よ
る
祭
り
ぱ
や
し
の
演
奏
。
※

地
域
で
練
習
に
励
ん
で
い
る
小
・
中
学

生
が
演
奏
し
ま
す

I
い
ず
れ
も
1

費
用
=
無
料

場
・
問
先
=
郷
土
博
物

館
　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

柏
も
ち
づ
く
り
体
験

日
時
1
5
月
9
日
山
、午
前
9
時
3
0
分
～

正
午

内
容
―
も
ち
を
こ
ね
、
あ
ん

を
丸
め
て
全
部
手
作
り
し
ま
す

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
会
場

鳩

・
申
・
問
先
1
西
部
児
童
館
・
老
人
館

豐
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

第
1
8回
　
合
唱
祭
出
場
団
体
募
集

歌
う
こ
と
が
大
好
き
な
仲
間
の
ふ
れ

あ
い
の
場
で
す

。
区
内
で
活
躍
す
る
合

唱
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

、
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か

。
ま
た

、
合
同
合
唱
に

参
加
す
る
方
も
募
集
し
ま
す

。

日
時
=
7

月
卵一
日
(
祝
・
月
)
、
午
後
1

時
～

場
所
a

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

費
用
=

小
中
学
校
・・・
無
料
/

高
校
・
一
般
・
:
足

立
合
唱
連
盟
加
盟
団
体
は

、
1

人
に
つ

き
鴎
円

、
非
加
盟
団
体
は

、
一

人
に
つ

き
7
0
0円

曲
目
=
自
由
、
曲
間
を
含
め

1
0分
以
内

※
合
同
合
唱
曲
目
…
ロ
ッ

シ
ー
ニ
作
曲
・
三
つ
の
聖
歌
(
女
声
三

部
)
/
指
揮
・
指
導
…
奏

晋
吾
氏

申
込
=
電
話

期
限
1
5
月
1
5日
窗

申
先
―
足
立
合
唱
連
盟
事
務
局
・
芳
尾

昔
(
3
8
8
4
)
5
5
0
7
(

夜
間
)

ま
た
は
、
文
化
振
興
係

足
立
清
掃
工
場
個
人
見
学
会

地
元
の
清
掃
工
場
を
見
学
し
て

、

ご
み
問
題
を
考
え
ま
せ
ん
か

。

日
時
1
5

月
2
3
日
出

、
午
後
1

時
3
0

分
1
3

時

対
象
―
区
内
在
住
、

在
勤
者

申
込
I
(

ガ
キ
ま
た
は
F
A
X

で
住
所

、氏
名
、年
齢

、性
別
、電

話
番
号
を
明
記

費
用
=
無
料

場

・
申
・
問
先
=
足
立
清
掃
工
場
管
理
課

〒
1
2
1
・
0
8
2
2

西
保
木
間
4
-
7
-
1
F
A
X
(
3
8
5
8
)
5
1
0
6
a
(
3
8
5
9
)
4
4
7
5

問
先
=
企
画
部
移
管
準
備
担
当

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

第
3
0期
生
　
団
員
募
集

対
象
=
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
・
:
小
学
2
～

4
年
生
男
女
/
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
・
:小

学
5
・
6
年
生
男
女
、
中
学
1
年
生
女

子

面
接
=
5
月
2
4日
剛
午
前
1
0時
、

教
育
研
究
所
視
聴
覚
室

指
導
者
=
薬

師
神
武
夫
氏

費
用
(
月
額
)
孔
y
ユ

ニ
ア
ク
ラ
ス
・
:千
5
0
0円/
シ
ニ
ア
ク
ラ

ス
…
3
千
円
/
そ
の
他
制
服
代

申
込

=
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
凡
、面
接
日
に

保
護
者
同
伴
で
お
い
で
下
さ
い
(
用
紙

は
、
文
化
振
興
係
・
区
内
小
中
学
校
・

公
社
各
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
)

問

先
=
事
務
局
・
薬
師
神

登
(
3
8
5
2
)
3
2
3
2
(

夜
間
)

ま
た
は
文
化
振
興
係

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し

講
座
の
企
画
を
募
集
し
ま
す

男
女
平
等
の
視
点
を
踏
ま
え
、
区
民

が
企
画
し
主
体
的
に
運
営
す
る
「
区
民

企
画
講
座
」
の
企
画
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
―
区
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
き
、

7
名
以
上
、
う
ち
区
内
在
住
、
在
動
、

在
学
の
方
が
7
割
以
上
の
グ
ル
ー
プ

日
時
(
予
定
)
=
9
月
8
日
～
1
2
月
1

日
の
毎
週
火
曜
日
午
後
6
時
4
5
分
～

8
時
4
5分

※
講
座
の
内
容
。回
数
、日

程
等
は
、
す
べ
て
の
応
募
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
企
画
会
議
で
決
定
し
ま
す

申
込
=

所
定
の
申
込
用
紙
を
提
出
(
用
紙
諦

求
は
電
話
ま
た
は
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
)

期
限
=
5
月
2
9日
窗

男
と
女
の
料
理
教
室

男
性
の
方
へ
、生
活
的
自
立
を
目
指

し
料
理
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。女
性
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。日

時
=
5
月
2
6
日
～
6
月
2
3
日
の
毎
週
火

曜
日
、午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分
(
全
5

回
)

対
象
=
区
内
在
住
、
在
動
。

在
学
の
方

定
員
H
1
4
0人

費
用
I
3

千
5
0
0円(
5
回
分
の
材
料
費
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、希
望
理
由
、「
男
と

女
の
料
理
敵
室
」
と
明
記

期
限
1
5

月
1
5日
宙
必
着

1
い
ず
れ
も
1

場
・
申
・
問
先
り
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー

〒
1
2
3
-
0
8
5
1梅
田
7
-
3
3
-

―

登
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

図書 館
貸し出しベスト 1 0

本の貸し出しについて
く わしく は、お 近く の図書館 へ

掲
示
板

平
成
1
0
年
工
業
統
計
調
査
広
報
用
ポ

ス
タ
ー
募
集

内
容
=

縦
5
9
㎝
×
4
2
㎝
(
A
2

判
)

を

縦
長
に
使
用
/

使
用
す
る
色
は
4

色
以

内
(

白
は
1

色
と
は
数
え
ま
せ
ん
)
/

「
工
業
統
計
調
査
≒

通
商
産
業
き

「
都

道
府
県

」
「
市
区
町
村

」
「
平
成
1
0
年
1
9一

月
3
1
日

」
の
文
字
を
入
れ
る
(

上
記
以

外
の
文
字
・
個
別
名
は
無
効
)
/

標
語

・
写
真
は
使
用
」
しな
い
/

未
発
表
の
も

の
/

ポ
ス
タ
ー
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
・
職
業
(

学
生
の
場
合
は

学
校
名
・
学
年
)

を
明
記

申
込
=

郵

送
ま
た
は
持
参

期
限
1
6

月
1
8日
必

着

申
・
問
先
=

都
・
商
工
統
計
課

〒
1
6
3
-
8
0
0
1

新
宿
区
西
新
宿
2
　

登
(
5
3
8
8
)
2
5
4
4

日
曜
柔
道
整
復
施
術

実
施
場
所
は
、
足
立
区
柔
道
接
骨
師

会
加
入
の
接
骨
院
で
ご
覧
く
だ
さ
い

。

昔
(
3
8
5
7
)
8
6
8
8

小
林
一
茶
の
句
碑
を
題
材
に
し
た
絵

入
り
は
が
き
(

一
茶
の
旅
)
の
発
売

場
所
=

足
立
北
郵
便
局
お
よ
び
区
内
2
4

力
所
の
特
定
郵
便
局

内
容
=
5

枚
1

組
2
5
0円

問
先
―
足
立
北
郵
便
局

(
3
8
8
3
)
3
4
0
4

平
成
1
1
年
歌
会
始
の
お
題
決
定

お
題
が
「
青
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た

。

詠
進
期
限
1
9

月
3
0
日
(

消
印
有
効
)

宛
先
り
〒
1
0
0
1
8
1
1
1

宮
内
庁

問
先
=

足
立
区
役
所
総
務
課
総
務
係

さ
ん
さ
ん
フ
ーフ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
イ
バ

ル日
時
=
5
月
9
日
出
、午
前
1
0
時
～
午

後
3

時

場
所
=

ぶ
お

り
園

内
容

―
各
種
イ
ベ
ン
ト

、
模
擬
店
多
数

問

先
=
ひ
袤
む
り
園

登
(
3
6
2
9
)
3
2
3
1

子
ど
も
の
日
・
子
ど
も
の
悩
み
ご
と

特
別
相
談

日
時
=
5
月
9
日
出
、午
前
1
0
時
～
午

後
4

時

、
場
所
=

第
二
東
京
弁
護
士
会

内
容
=

面
接
相
談
・
:
予
約
制
/
電
話

相
談
電
話
番
号

魯
(
3
5
8
1
)
1
8
8
5

費
用
=

無
料

問
先
=

特
別
相
談
事
務

局

昔
(
3
5
8
1
)
2
2
5
9

公
開
パ
ソ
コ
ン
講
座

日
時
=
6
月
6
日
～
2
0
日
の
土
曜
・
日

曜
計
5
回
▽
土
曜
、午
後
2
時
～
5

時
▽
日
曜

、
午
前
9

時
1
正
午

対
象
=

社
会
人

内
容
=
ワ
ー
ド

ー
エ
ク
セ

ル

定
員
1
4
0
人
(

抽
選
)

費
用
=

無
料

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名

、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

申

込
期
間
=
5

月
6

日
～
1
6
日

場
・
申

・
問
先
=

〒
閇一
-
8
5
2
8
(

個
別
番

号
)

都
立
荒
川
商
業
高
等
学
校
公
開

講
座
係

昔
(
3
9
1
-
2
)
9
2
5
1

憲
法
週
間

「
講
演
と
映
画
の
集
い

」

日
時
=
5

月
8
日
宙

、
午
後
1

時
3
0
分
1
4

時
3
0分

場
所
I

サ
ン
パ
ー
ル
荒

川

対
象
=

都
民
・
企
業
ほ
か

内
容
=

映
画
…
同
和
問
題
啓
発
映
画

、
講
演

・
:
山
城
新
伍
氏

定
貝
1

千
1
2
0人
(

先

着
順
)

費
用
―
無
料

問
先
―
東
京

法
務
局
人
権
擁
護
部

昔
(
3
2
1
4
)
6
2
3
1

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ

と
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

○
出
店
者
募
集

▽
5
月
2
4
日
剛
、午
前
1
0
時
～
午
臉

2
時

※
雨
天
の
場
合
中
止
/
旧
区
9

所
千
住
庁
舎
跡
地
/
6
0区
画
/
斉
藤

豐
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

● 公社ニュース「ときめき」4 月15日号で掲載された第10回ボランティアまつりの日時が変更になりました。ボランティアまつりは5 月23日( 土) に開催です
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青

年

講

座

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

手
づ
く
り
教
室
…
簡
単
お
や
つ

家
庭
で
で
き
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
簡
単
お
や
つ
を
学
び
ま
す
。

日

時
1
5
月
1
4日
・
2
1日
・
2
8日
(
全
3

回
、い
ず
れ
も
木
曜
日
)
、午
前
1
0時
～

正
午

対
象
=
幼
児
の
い
る
お
母
さ
ん

講
師
=
沢
津
節
子
氏
(
料
理
研
究
家
)

定
員
非
口
人
(
先
着
順
)

費
用
=
保

育
保
険
料
お
よ
び
材
料
費
(
4
5
0円十
実

費
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

青
年
セ
ン
タ
ー

霑
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

小
松
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室

日
時
1
5
月
2
3日
出
、
午
後
2
時
　

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象
=
中

学
生
以
上
の
区
内
在
住
者

内
容
―
区

特
産
野
菜
の
小
松
菜
の
品
種
等
の
見
分

け
方
や
区
内
農
家
が
栽
培
し
た
小
松
菜

を
使
っ
て
の
調
理
・
試
食
及
び
生
産
者

と
の
交
流
会

定
員
よ
J
人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
と
[

小
松
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室
希
望
」

と
明
記

期
限
=
5
月
1
2日
必
着

共
催
I
J
A
足
立
青
壮
年
部

申
・
問
先
l
農
産
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

輊
い
体
操
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
と
お
し
て
、健

康
づ
く
り
や
友
達
づ
く
り
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。日
時
=
5
月
I
E
E
年
3
月

の
毎
木
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

3
0
分
(
月
1
回
の
会
食
日
は
、午
前
1
0

時
～
午
後
1
時
)
対
象
=
体
力
づ
く

り
の
た
め
に
な
に
か
始
め
た
い
6
5

歳
以
上
の
方

定
員
1
2
0人
費
用
=

月
額
6
0
0円(
お
や
つ
・
会
長
代
)

申
込
=
直
接
ま
た
は
電
話

※
日

曜
・
月
曜
・
祝
日
は
休
館
日
で
す

場
・
申
・
問
先
=
千
住
老
人
館

丹一
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

く

ら
し

の

情
報

年

金

6
0歳
説
明
会

日
時
=
5
月
1
9日
㈹
、
午
前
1
0時
と
午

後
2
時
の
2
回
(
受
付
は
、
開
始
3
0分

前
か
ら
)

場
所
I
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル

対
象
=
昭
和
1
3年
6
月
2
日
I
7

月
1
日
生
ま
れ
の
方
(
対
象
者
に
は
別

に
通
知
)
内
容
=
国
民
年
金
制
度
の
仕

組
み
と
受
給
手
続
き
の
説
明
お
よ
び
個

別
相
談
(
受
付
順
)

問
先
=
適
用
佩

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

日
程
等
=
表
2

内
容
=
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど

な
お
今
月
の
夜
間
相
談
は
、

生
涯
学
習
館
で
行
い
ま
す
。

問
先
=
推
進
係

表2　 ねんきん出張相談日程表

夜 間 開 設

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
5
月
6
日
㈲
、
午
前
辺
時
～
午

後
3
時
3
0分

場
所
=
国
民
年
金
課
前

問
先
=
推
進
係

※
厚
生
年
金
の
年

金
額
な
ど
の
具
体
的
な
相
談
は
、
足
立

社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
足
立
社
会
保
険
事
務
所

豐
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

(
月
曜
T
金
曜
の
午
前
9
時
～
正
午
、

午
後
1
時
～
4
時
3
0
分
の
間
)

国

保

保
険
料
4
月
～
6
月
分

納
付
書
を

発
送
し
ま
し
た

1
0年
度
保
険
料
の
納
入
通
知
書
と
4

月
～
6
月
分
の
納
付
書
を
、4
月
2
0日

に
発
送
し
ま
し
た
。
た
だ
し
。
今
回
通

知
し
た
保
険
料
の
年
間
金
額
は
、
今
年

度
の
住
民
税
額
が
確
定
し
て
い
な
い
た

め
、
と
り
あ
え
ず
9
年
度
の
住
民
税
額

で
仮
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の

正
し
い
保
険
料
は
、1
0年
度
住
民
税
額

(特
別
減
税
後
)
が
確
定
し
た
時
点
で

再
計
算
し
ま
す
の
で
、7
月
以
降
に
改

め
て
通
知
し
ま
す
。
保
険
料
の
軽
減
に

該
当
す
る
世
帯
へ
の
通
知
も
7
月
以
降

に
な
り
ま
す
の
で
、4
月
～
6
月
分
保

険
料
は
今
回
お
送
り
し
た
納
付
書
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
納
期
限

は
毎
月
末
日
で
す
。
便
利
な
口
座
振
替

制
度
も
あ
り
ま
す
。
納
付
書
と
預
金
通

帳
、
通
帳
印
を
お
持
ち
の
う
え
、
金
融

機
関
、
国
保
課
、
区
民
事
務
所
の
窓
口

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
問
先
―
資
格

賦
課
係

※
口
座
振
替
の
こ
と
は
収
納

管
理
係
へ

休
日
納
付
相
談

国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
平
日
に
来

庁
で
き
な
い
方
々
の
た
め
に
、
休
日
納

付
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
険
料

の
支
払
い
方
法
な
ど
、
こ
の
機
会
に
ど

う
ぞ
ご
相
談
下
さ
い
。

日
時
=
5
月
9

日
出
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場

所
=
北
館
2
階
国
民
健
康
保
険
課
1
番

窓
口

問
先
=
滞
納
整
理
第
丁

第
二

係
保
険
料
が

変
わ
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
は
、
保
険
料
収
入
と

国
の
支
出
金
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。し
か
し
国
保
財
政
は
、

毎
年
医
療
費
が
増
加
す
る
た
め
財
源
不

足
が
続
き
た
い
へ
ん
苦
し
い
状
況
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
、
都
や
区
が
一
般
財

源
な
ど
で
こ
の
不
足
分
を
補
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
一
般
財
源
の
投
入
に

も
限
度
が
あ
り
ま
す
。
国
の
支
出
金
を

増
額
す
る
よ
う
要
望
も
し
て
お
り
ま
す

が
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
も
増
加
す
る

医
療
費
と
厳
し
い
国
保
財
政
の
中
で
の

今
回
の
改
定
に
。
ぜ
ひ
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

均
等
割
額
=
2

万
6
千
1
0
0円(
改
定
前
2
万
2
千
5
0
0

円
)

料
率
=
1
・
8
7
(
改
定
前
I

・
6
2
)

限
度
額
5
3万
円
=
(
改
定

前
5
2万
円
)

問
先
=
資
格
賦
課
係

夕焼け放送の

時間が

変わります

夕焼け放送は、5 月
から8 月まで、午後6
時になり ます。
問先= 青少年課調整係

赤
十
字
の
事
業
資
金
に
ご
協
力
を

今
年
も
、5
月
1
日
か
ら
3
1日
ま

で
、
赤
十
字
の
社
資
(
事
業
資
金
)

募
集
を
行
い
ま
す
。

区
で
は
昨
年
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、2
千
圈
万
円
余
の
温
か
い

善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、国
際
救

援
、災
害
救
護
、献
血
な
ど
の
事
業
推

進
の
た
め
の
、貴
重
な
資
金
と
し
て

使
わ
れ
ま
し
た
。今
年
も
、皆
さ
ん
の

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
り
地
域
振
興
課
振
興
係

改
正
さ
れ
ま
し
た
特
別
区
民
税
・
都
民
税

1
0年
度
の
改
正
点

▽
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額
が
表
3

の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▽
所
得
割
非
課
税
限
度
額
が
表
4
の

と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

つつじが見事な大川端公園

【表3 】

【表4 】

あ
だ
ち
広
報
エ
キ
ス
プ
レ
ス
7
月
号

「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」募
集

テ
ー
マ
「
健
康
の
秘
訣
」

若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
皆
さ

ん
は
健
康
の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
に

気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
。
早
寝
早
起

き
、ラ
ジ
オ
体
操
、食
事
の
取
り
方
。

入
浴
方
法
、
そ
し
て
特
に
こ
れ
か
ら

の
暑
い
夏
を
乗
り
切
る
方
法
な
ど
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。煢
逆
の
健
康
の
秘
け
つ
敷
霰

え
く
だ
さ
い
。選
考
の
う
え
掲
載
し
、

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
粗
品
を
差
し
あ

げ
ま
す
。

申
込
=
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、職
業
、電
話
番
号
を
明
記
し
、4
0
0

字
程
度
に
ま
と
め
て
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で

期
限
=
5
月
1
5日

申
・
問
先
―
広
報
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

F
A
X
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

★
葦
の
会
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
5

月
1
7

日
沺
、
午
前
1
0～
午
後
1
時

※
日

用
品
、
雑
貨
、
衣
類
、
花
な
ど
の
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。
/
ス
ー
パ
ー
「
車

屋
」前
(
西
新
井
店
)
/
葦
の
会
事
務
局

登
(
3
8
5
7
)
8
8
3
9

★
憲
法
の
つ
ど
い
「
憲
法
の
平
和
原
則

の
も
つ
意
嚢
と
日
本
の
進
む
道
は
!
」
5

月
8
日
窗
、
午
後
6
時
～
/
竹
の

筱
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
/
大
人
千
円
、

中
学
生
以
上
5
0
0円/
北
千
住
法
律
事
務

所

草
間

登
(
3
8
7
0
)
0
1
7
1

=
募
集
=

★
ほ
う
の
会
(
木
彫
り
・
木
工
作
)

毎
月
第
1
・
3
月
曜
日
、
午
後
1
時
I
5

時
/
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月

額
5
0
0円/
房
洲

登
(
3
6
0
3
)
5
4
4
8

★
油
絵
サ
ー
ク
ル
彩
々

毎
週
木
曜

日
、
午
後
7
時
～
9
時
/
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
5
0
0円/
吉
野

昔
(
3
8
8
7
)
2
4
4
6

★
足
立
水
墨
画
振
興
会
(
障
害
の
あ
る

方
、
高
齢
者
優
先
)

毎
週
火
曜
日
、

午
後
1
時
～
4
時
/
中
居
町
郵
便
局
(

北
千
住
)
、
生
涯
学
習
館
(
綾
瀬
)
/

入
会
金
千
5
0
0
円
、
月
額
2
千
円
/
槙
島

合
(
3
8
5
0
)
2
7
2
7

★
か
な
書
道
サ
ー
ク
ル
毎
週
火
曜
日

①
午
前
1
0
時
～
正
午
②
午
後
4
時
～
6

時
、③
水
曜
日
、午
後
4
時
～
6
時
/

北
千
住
/
稲
垣

3
8
8
1
)
3
0
5
7

★
愛
唱
歌
を
唄
う
会
「ク
レ
ッ
シ
ェ
ン

ド
」第
1
・
4
木
曜
日
、午
後
7
時
～

9
時
/
千
住
あ
ず
ま
住
区
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
千
円
/
本

多
(
夜
間
)

登
(
3
8
8
1
)
2
5
7
9

★
千
寿
太
極
拳
ク
ー
フ
ブ
毎
週
木
曜

日
、
午
後
7
時
～
9
時
/
千
住
ス
ポ
ー

ツ
公
園
ホ
ー
ル
ほ
か
/
入
会
金
3
千

円
、
月
額
3
千
円
/
木
村
(
夜
間
)

昔
(
5
2
4
4
)
2
1
4
8

★
太
極
拳
「碧
」毎
週
木
曜
日
、午

後
7
時
～
9
時
/
保
貘
セ
ン
タ
ー
ほ
か

/
入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
円
/
伊
藤

音
(
3
8
8
5
)
0
5
3
5

★
英
会
話
を
楽
し
む
会
毎
週
木
曜

日
、午
後
8
時
～
9
時
/
保
綟
セ
ン
タ

ー
ほ
か
/
―
回
5
0
0円/
上
口

3
8
8
0
)
2
7
1
0

★
編
み
物
同
好
会
第
2
・
第
4
木
曜

日
、午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
/
竹

の
褫
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
2
千
円
/

野
村豐

(
3
8
8
3
)
5
3
5
2

★
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ
ン

ス
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

毎
週
金
曜
日
、

午
後
O
時
1
5分
～
1
時
4
5分
/
舎
人
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
菅
原

豊
(
3
8
9
7
)
6
1
3
2

★
足
立
健
康
体
操
ク
ラ
ブ

毎
週
土
曜

日
、
午
後
6
時
3
0分
～
9
時
/
柬
島
根

中
学
校
/
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
と
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
/
月
額
千
円
/
山
本

豐
(
3
8
8
4
)
1
1
8
2

★
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
「
絵
夢
」

月
1
回
土
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正
午
/

四
季
の
花
の
ア
レ
ン
ジ
指
導
/
月
額
3

千
6
0
0円(
花
代
含
む
)
/
牧

昔
(
3
8
5
3
)
8
2
8
9

★
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
(
卜
。
プ
・

ス
ピ
ン
)

毎
週
月
曜
日
、
午
後
7
時

～
9
時
/
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

入
会
金
千
円
、月
額
3
千
円
/
宮
西
(
夜

間
)a

(
3
6
0
6
)
7
5
1
4

★
花
畑
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会
毎
週
月

曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
3
0
分
/
花
保

住
区
セ
ン
タ
ー
/
無
料
(
見
学
自
由
)
/

芦
川

昔
(
3
8
8
3
)
2
2
9
7

★
江
北
五
色
桜
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
愛
好

侖
第
1
・
4
土
曜
日
、午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0
分
/
江
北
小
学
校
/
月
額

千
円
/
島
村

昔
(
3
8
9
8
)
7
3
5
7

※
ひ
ろ
ぱ
欄
掲
載
希
望
の
方
は
、
広
報

課
ま
で
。

詐欺事件多発ニセの「保健所職員」「東京電力社員」にご注意を! ! 　最近、保健所や東京電 力などの職員になりすまし、品物を売りつけ たり、お金をだまし取る
人がいます。保健所では品物を売ることは一切しておりませんし、電力会社が何の連絡もなく有料の点検をすることはあ りません。
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お
楽
し
み
く
だ
さ
い

5
月
の
区
内
各
種
展
示

こ
ど
も
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

▽
1
日
～
5
日
・
:
①
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
特
別
展

采
の
お
も
ち
ゃ
で
あ
そ

ぼ
う
!
)
②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ル
ー
ム

作
品
展
、
二
企
画
同
事
開
催

▽
9
日

～
1
7日
…
第
6
回
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
メ
ビ

ウ
ス
写
真
展

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
2
日
～
5
日
(
子
ど
も
の
日
に
つ
き

開
館
)
…
山
野
草
趣
味
の
集
い
▽
8

日
～
1
3
日
…
足
立
区
書
道
連
盟
展
▽

1
4
日
～
2
0
日
・
:
木
陽
会
展
▽
2
1
日
1

2
4
日
…
第
8
回
東
京
さ
つ
き
愛
好
会
花

季
展
▽
3
0
日
～
6
月
2
2
日…
足
立
区

展

※
初
日
と
最
終
日
は
搬
入
出
の
た

め
展
示
時
間
は
未
定
、
当
日
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

プ
チ
テ
ラ
ス
・
野
外
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・

千
住
宿
歴
史
プ
チ
テ
ラ
ス
(

千
住
河

原
町
2
1
-
H
)

▽
9

日
～
1
7
日
・・・
拓
本

展

▽
2
・
3
・
2
3・
2
4・
3
0・
3
1日

…
や
っ
ち
ゃ
ぱ
の
風
俗
展

麈
千
佳
壁
画
の
道
ギ
ャ
ー
フ
リ
ー
(
千
住

旭
町
4
2
)
▽
1
日
～
3
1
日
…
絵
画
展

綾
瀬
野
外
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
1
日
～
3
1

日
…
陶
芸

入

場

姐

無

刄

で

哭

展

示

を

希

望

さ

れ

る

方

は

、

お

問

い

合

わ

せ

ぐ

だ

さ

い

。

間

先
=

▽

こ

ど

も

科

学

館

イ

ペ

ン

ト

ホ

ー

ル

ー

ギ

ャ

ラ

ク

シ

テ

ィ

昔
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

▽

西

新

井

区

民

ギ

ご

フ

リ

ー
(

西

新

井

東

ロ

サ

テ

ィ
4

階

、

火

曜

日

休

館
)

ユ

ダ

ヤ

登
(
3
8
5
2
)
3
2
5
1

▽

プ

チ

テ

ラ

ス

・

野

外

ギ

ャ

ラ

リ

ー

…
(

財
)

ま

ち

づ

く

り

公

社

昔
(
3
8
8
0
)
5
7
0
0
(

直

通
)

花 だ よ り

蒲 公 英
「蒲公英」は、中国 名です。和名の

「タンポポ」には、鼓を意味する小児
語が語源であるなど 諸説があります。
昔から人々の生活のすぐそばで生き

続けてきたタンポポも、近頃では在来
種にかわって、外来種の西洋タンポポ
が増えています。特に都市部では外来
種が圧倒的です。
この見分け方は。花弁を取り巻く総

苞片が、そり返るように下向きにな っ
ているのが外来種、上向きなのが在来

種ということです。
春の日差し の中、昔からのタンポポ

を探しに、荒川の土手にでも出かけら
れてはいかがでし ょう か。

西洋タンポポ

いじめ 相談
月曜日～金曜日(祝日を除く)、午前9時～午後4時30分

3880―5577( 学校教育部指導室内)
あだちカレンダー 5 月

◎「あ だち広報」は再 生紙を使 用し てい ます HI ・Y ・T　274, 000


